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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。よって、ただいまの出席議員は定足数に達

しております。 

 なお、鈴木榮一農業委員会会長から本日の会

議を欠席させてほしい旨の届け出があり、許可

いたしましたのでご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を４日に引き続き行います。 

 なお、五十嵐智洋議員から資料の配付につい

て申し出があり、会議規則第150条の規定によ

り許可いたしましたのでご報告いたします。 

 これから個人質問を行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 五十嵐智洋議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位６番、議席番号12番、五十

嵐智洋議員。 

  （12番五十嵐智洋議員登壇） 

○１２番 五十嵐智洋議員 おはようございます。 

 しばらくの間、ご清聴くださいますようによ

ろしくお願い申し上げます。 

 先月、日本政治史に残る椿事件が起こりまし

た。イケメン議員の不倫辞職事件であります。

同じく衆議院議員である妻の妊娠により、出産

後は率先して育児に参加し、育児休業を取得す

ると高らかに宣言。最初は自民党幹部、長老か

ら議員が育児休業などとはけしからんとの当然

の意見が出たものの、ワイドショーが美談とし

て取り上げたことから、若手議員が勉強会を立

ち上げ、野党からも賛同の声が上がるなど、風

向きが変わり、安倍総理まで容認する発言に至

ったのであります。 

 あろうことか出産直前の動かぬ不倫の証拠を

週刊文春にキャッチされた後のてんまつはご承

知のことと存じますが、スクープがなければ衆

議院議員を続け、男性の育児協力に大きな一石

を投じたヒーローとして女性の味方ともてはや

されたものでありましょう。仮面を剥がされ、

転落したのはまさに身から出たさびであり、何

の実績や政治家としての信念のかけらもない人

間を政界から追放せしめた週刊文春はピューリ

ッツアー賞ものであると称賛を送りたいと思い

ます。 

 この事件は別として、私は国会議員の育児休

業取得は議論が起こった最初から反対でした。

そもそも国会議員とは何をする職業なのか、立

法府にある者として、国家国民が繁栄するため

の法律をつくるのが仕事なのです。現在の超少

子化は我が国の将来を危うくする最も切実な問

題であり、子供を産み育てにくい現状を改善す

るにはどのようにすればよいか、法律や制度を

構築するのが国会議員の最も大切な役割なので

あります。 

 企業減税をしても、多くの大企業はその果実

を従業員の福利厚生には回さず、内部留保や株

式配当に充てます。経営者の質が劣化し、目先

の利益と評価を追うからです。株主は企業を育

て、社員の幸福や産業の振興が国家に寄与し、

回り回って株主の利益になるという本来のある 


